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(57)【要約】
【課題】二胡に代表される弦楽器から発生する楽音の音
色を損なうことなく、弦楽器本来の楽音を電気信号に変
換することができるピックアップ装置および電気弦楽器
を提供すること。
【解決手段】二胡に効果装置３を取着した場合、効果装
置３の後方筐体３３にはコンデンサマイク３３９が、二
胡の花窓２２３と僅かに間隔を空けて対向して、且つ、
設置面３１１からの高さが花窓２２３の中心Ｘよりも低
い位置に配設されているので、花窓２２３から放音され
る二胡の楽音の音色を損なうことなく、二胡本来の楽音
を電気信号に変換することができる。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　胴敷と、その胴敷上に設置される中空状の共鳴胴と、その共鳴胴から立設する棹と、そ
の棹の一端側と前記胴敷の底面に設置されているテールピースとの間で前記共鳴胴の前面
に設置されている駒を介して張設される弦とを備えた弦楽器に着脱可能に取着され、前記
弦楽器から発生する楽音を電気信号に変換するピックアップ装置であって、
　前記胴敷の底面が設置される設置面を上面に形成するベース筐体と、
　そのベース筐体の長手方向の一端側に連設される第１連設筐体と、
　その第１連設筐体内に配設され前記弦楽器から発生する楽音を電気信号に変換するマイ
クロフォンとを備えていることを特徴とするピックアップ装置。
【請求項２】
　前記第１連設筐体は、前記設置面の長手方向の一端側の縁部から立設する立設面を備え
、
　前記マイクロフォンは、前記立設面と対面し、且つ、前記設置面から所定間隔離れた位
置に配設されていることを特徴とする請求項１に記載のピックアップ装置。
【請求項３】
　前記胴敷を前記設置面に設置した状態において前記テールピースを臨み、前記設置面と
前記ベース筐体の底面との間を貫通する弦交換口を備えていることを特徴とする請求項１
又は２に記載のピックアップ装置。
【請求項４】
　前記ベース筐体の底面に形成され、前記設置面側に窪み、前記ベース筐体の底面の長手
方向に延びる両縁部間に亘って延びる凹部を備えていることを特徴とする請求項１から３
のいずれかに記載のピックアップ装置。
【請求項５】
　前記ベース筐体の底面の長手方向両縁部から立設する両側面のうち、少なくとも一方の
側面は内側に括れて形成されていることを特徴とする請求項１から４のいずれかに記載の
ピックアップ装置。
【請求項６】
　前記胴敷と前記ベース筐体とを連結する連結具が挿入され、前記設置面と前記ベース筐
体の底面との間を貫通する連結口を備えていることを特徴とする請求項１から５のいずれ
かに記載のピックアップ装置。
【請求項７】
　前記設置面上に固定される板状のベースプレートと、
　そのベースプレートに配設され前記胴敷と前記共鳴胴との間に形成される隙間に介入す
る介入部材とを備えていることを特徴とする請求項１から５のいずれかに記載のピックア
ップ装置。
【請求項８】
　前記設置面上に固定される板状のベースプレートと、
　そのベースプレートの長手方向の両縁部から立設し前記胴敷を挟持する一対の挟持壁と
を備えていることを特徴とする請求項１から５のいずれかに記載のピックアップ装置。
【請求項９】
　前記マイクロフォンは、コンデンサマイクによって構成されていることを特徴とする請
求項１から８のいずれかに記載のピックアップ装置。
【請求項１０】
　前記第１連設筐体との間に前記ベース筐体を挟んで前記ベース筐体の長手方向の一端側
に連設され、前記設置面よりも突出する第２連設筐体と、
　その第２連設筐体の上面に配設され、前記楽音の音量を調節する操作子とを備えている
ことを特徴とする請求項１から９のいずれかに記載のピックアップ装置。
【請求項１１】
　前記第１連設筐体内に立設され、前記マイクロフォンを実装する基板と、
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　その基板を前記ベース筐体との間に挟んで前記第１連設筐体内に配設され、電池を収納
する電池収納空間を備えていることを特徴とする請求項１から１０のいずれかに記載のピ
ックアップ装置。
【請求項１２】
　前記弦楽器から発生する楽音の音色に所定の効果を付与する効果付与手段を備えている
ことを特徴とする請求項１から１１のいずれかに記載のピックアップ装置。
【請求項１３】
　前記ベース筐体と前記第１，２連設筐体とは別体に形成され、前記棹に取着され、前記
効果付与手段に対して付与する効果を指示する信号を出力するコントローラを備えている
ことを特徴とする請求項１２に記載のピックアップ装置。
【請求項１４】
　前記弦楽器は、二胡であることを特徴とする請求項１から１３のいずれかに記載のピッ
クアップ装置。
【請求項１５】
　請求項１から１４のいずれかに記載のピックアップ装置と、前記弦楽器とを備えている
ことを特徴とする電気弦楽器。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ピックアップ装置および電気弦楽器に関し、特に、二胡に代表される弦楽器
から発生する楽音の音色を損なうことなく、弦楽器本来の楽音を電気信号に変換すること
ができるピックアップ装置および電気弦楽器に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、弦楽器の一つとして二胡が知られている。この二胡は、「擦弦楽器の一種で
、２本の弦を間に挟んだ弓で弾く。琴筒はニシキヘビの皮で覆われている。原型楽器は、
唐代～宋代にシルクロードを経由して西方より伝来したとされている。その後劉天華など
により改良を重ねられ、現在普及している形は、１９５０年代から（文化大革命の停滞期
を挟み）８０年代ごろに出来上がったものが基本となっている。」（出典：　フリー百科
事典『ウィキペディア（Ｗｉｋｉｐｅｄｉａ）』）。
【０００３】
　一方、この二胡に関し、次の特許文献１には、「静音効果を高めるため、二胡の本体前
面の共振部分１に、蛇皮などのかわりに、ほとんど共振しない材料（木材など）を使用す
る。これにより弦２に与えられた振動は、駒３より共振部分１でほとんど共振せず、これ
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により本体での共鳴も防げ、音量は大幅に縮小する。演奏者本人が、演奏音を聞くには、
駒３に直接接続された本体内部にあるピックアップ４により電気信号化されたものを、本
体側面にあるヘッドフォン接続口５よりヘッドフォンを用いる。」と記載され、電気二胡
に関する技術が開示されている。
【特許文献１】実用新案登録第３１１７４０９号公報（段落第「０００６」）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上述した特許文献１に開示されている電気二胡では、二胡の本体前面で
ある共振部分１に、蛇皮などのかわりに、ほとんど共振しない材料を使用している上、ピ
ックアップ４を駒３に直接接続しているので、二胡から発生する楽音の音色が損なわれ、
二胡本来の楽音を電気信号に変換することができないという問題点があった。
【０００５】
　本発明は、上記の問題点を解決するためになされたものであり、二胡に代表される弦楽
器から発生する楽音の音色を損なうことなく、弦楽器本来の楽音を電気信号に変換するこ
とができるピックアップ装置および電気弦楽器を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この目的を達成するために、請求項１記載のピックアップ装置は、胴敷と、その胴敷上
に設置される中空状の共鳴胴と、その共鳴胴から立設する棹と、その棹の一端側と前記胴
敷の底面に設置されているテールピースとの間で前記共鳴胴の前面に設置されている駒を
介して張設される弦とを備えた弦楽器に着脱可能に取着され、前記弦楽器から発生する楽
音を電気信号に変換するものであって、前記胴敷の底面が設置される設置面を上面に形成
するベース筐体と、そのベース筐体の長手方向の一端側に連設される第１連設筐体と、そ
の第１連設筐体内に配設され前記弦楽器から発生する楽音を電気信号に変換するマイクロ
フォンとを備えている。
【０００７】
　請求項２記載のピックアップ装置は、請求項１に記載のピックアップ装置において、前
記第１連設筐体は、前記設置面の長手方向の一端側の縁部から立設する立設面を備え、前
記マイクロフォンは、前記立設面と対面し、且つ、前記設置面から所定間隔離れた位置に
配設されている。
【０００８】
　請求項３記載のピックアップ装置は、請求項１又は２に記載のピックアップ装置におい
て、前記胴敷を前記設置面に設置した状態において前記テールピースを臨み、前記設置面
と前記ベース筐体の底面との間を貫通する弦交換口を備えている。
【０００９】
　請求項４記載のピックアップ装置は、請求項１から３のいずれかに記載のピックアップ
装置において、前記ベース筐体の底面に形成され、前記設置面側に窪み、前記ベース筐体
の底面の長手方向に延びる両縁部間に亘って延びる凹部を備えている。
【００１０】
　請求項５記載のピックアップ装置は、請求項１から４のいずれかに記載のピックアップ
装置において、前記ベース筐体の底面の長手方向両縁部から立設する両側面のうち、少な
くとも一方の側面は内側に括れて形成されている。
【００１１】
　請求項６記載のピックアップ装置は、請求項１から５のいずれかに記載のピックアップ
装置において、前記胴敷と前記ベース筐体とを連結する連結具が挿入され、前記設置面と
前記ベース筐体の底面との間を貫通する連結口を備えている。
【００１２】
　請求項７記載のピックアップ装置は、請求項１から５のいずれかに記載のピックアップ
装置において、前記設置面上に固定される板状のベースプレートと、そのベースプレート
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に配設され前記胴敷と前記共鳴胴との間に形成される隙間に介入する介入部材とを備えて
いる。
【００１３】
　請求項８記載のピックアップ装置は、請求項１から５のいずれかに記載のピックアップ
装置において、前記設置面上に固定される板状のベースプレートと、そのベースプレート
の長手方向の両縁部から立設し前記胴敷を挟持する一対の挟持壁とを備えている。
【００１４】
　請求項９記載のピックアップ装置は、請求項１から８のいずれかに記載のピックアップ
装置において、前記マイクロフォンは、コンデンサマイクによって構成されている。
【００１５】
　請求項１０記載のピックアップ装置は、請求項１から９のいずれかに記載のピックアッ
プ装置において、前記第１連設筐体との間に前記ベース筐体を挟んで前記ベース筐体の長
手方向の一端側に連設され、前記設置面よりも突出する第２連設筐体と、その第２連設筐
体の上面に配設され、前記楽音の音量を調節する操作子とを備えている。
【００１６】
　請求項１１記載のピックアップ装置は、請求項１から１０のいずれかに記載のピックア
ップ装置において、前記第１連設筐体内に立設され、前記マイクロフォンを実装する基板
と、その基板を前記ベース筐体との間に挟んで前記第１連設筐体内に配設され、電池を収
納する電池収納空間を備えている。
【００１７】
　請求項１２記載のピックアップ装置は、請求項１から１１のいずれかに記載のピックア
ップ装置において、前記弦楽器から発生する楽音の音色に所定の効果を付与する効果付与
手段を備えている。
【００１８】
　請求項１３記載のピックアップ装置は、請求項１２に記載のピックアップ装置において
、前記ベース筐体と前記第１，２連設筐体とは別体に形成され、前記棹に取着され、前記
効果付与手段に対して付与する効果を指示する信号を出力するコントローラを備えている
。
【００１９】
　請求項１４記載のピックアップ装置は、請求項１から１３のいずれかに記載のピックア
ップ装置において、前記弦楽器は、二胡である。
【００２０】
　請求項１５記載の電気弦楽器は、請求項１から１４のいずれかに記載のピックアップ装
置と、前記弦楽器とを備えている。
【発明の効果】
【００２１】
　請求項１記載のピックアップ装置によれば、弦楽器から発生する楽音を電気信号に変換
するマイクロフォンは、胴敷の底面が設置される設置面を上面に形成するベース筐体の長
手方向の一端側に連設される第１連設筐体内に配設されているので、その第１連設筐体側
に弦楽器の前面とは反対面に位置する花窓が向くように、設置面上に弦楽器を設置するこ
とで、マイクロフォンが花窓の近傍に設置される。よって、花窓から放音される弦楽器の
楽音の音色を損なうことなく、弦楽器本来の楽音を電気信号に変換することができるとい
う効果がある。
【００２２】
　請求項２記載のピックアップ装置によれば、請求項１に記載のピックアップ装置の奏す
る効果に加え、マイクロフォンは、設置面の長手方向の一端側の縁部から立設する立設面
と対面し、且つ、前記設置面から所定間隔離れた位置に配設されているので、マイクロフ
ォンを花窓と対面するように配置することができる。よって、雑音を拾うのを抑制し、よ
り確実に弦楽器本来の楽音を電気信号に変換することができるという効果がある。
【００２３】
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　請求項３記載のピックアップ装置によれば、請求項１又は２に記載のピックアップ装置
の奏する効果に加え、胴敷を設置面に設置した状態においてテールピースを臨むみ、設置
面とベース筐体の底面との間を貫通する弦交換口を備えているので、弦楽器をベース筐体
に取着した状態のまま弦交換口を介して弦の交換をすることができるという効果がある。
【００２４】
　請求項４記載のピックアップ装置によれば、請求項１から３のいずれかに記載のピック
アップ装置の奏する効果に加え、ベース筐体の底面に形成され、設置面側に窪み、ベース
筐体の底面の長手方向に延びる両縁部間に亘って延びる凹部を備えているので、この凹部
が演奏者の太股にフィットし、本装置を取着した状態であっても安定した状態で弦楽器を
演奏することができるという効果がある。
【００２５】
　請求項５記載のピックアップ装置によれば、請求項１から４のいずれかに記載のピック
アップ装置の奏する効果に加え、前記ベース筐体の底面の長手方向両縁部から立設する両
側面のうち、少なくとも一方の側面は内側に括れて形成されているので、本装置を演奏者
の太股上に載せて演奏する場合に、演奏者に対して内側となるベース筐体の側面が演奏者
の腹部に当たり演奏の邪魔になったり、演奏者に対して外側となるベース筐体の側面が外
側に押し出した弓に衝突したりするのを抑制することができるという効果がある。
【００２６】
　請求項６記載のピックアップ装置によれば、請求項１から５のいずれかに記載のピック
アップ装置の奏する効果に加え、前記胴敷と前記ベース筐体とを連結する連結具が挿入さ
れ、前記設置面と前記ベース筐体の底面との間を貫通する連結口を備えているので、胴敷
とベース筐体とを連結具を介して連結することができ、連結具を着脱することで、簡単に
本装置を弦楽器に対して着脱することができるという効果がある。
【００２７】
　請求項７記載のピックアップ装置によれば、請求項１から５のいずれかに記載のピック
アップ装置の奏する効果に加え、弦楽器は胴敷と共鳴胴との間に形成される隙間に介入す
る介入部材を介してベースプレートに固定されるので、弦楽器自体に何ら加工を施すこと
なく、本装置を弦楽器に取着することができるという効果がある。
【００２８】
　請求項８記載のピックアップ装置によれば、請求項１から５のいずれかに記載のピック
アップ装置の奏する効果に加え、弦楽器は一対の挟持壁によって挟持されてベースプレー
トに固定されるので、弦楽器自体に何ら加工を施すことなく、本装置を弦楽器に取着する
ことができるという効果がある。
【００２９】
　請求項９記載のピックアップ装置によれば、請求項１から８のいずれかに記載のピック
アップ装置の奏する効果に加え、マイクロフォンはコンデンサマイクによって構成されて
いる。例えば、コンタクトマイクでは、その固定構造が複雑となり、ピエゾマイクを共鳴
胴に設置した場合には、ハウリングの影響を受け、弦楽器本来の音色を電気信号に変換す
ることができない。一方、コンデンサマイクによれば、簡単な固定構造で、且つ、弦楽器
本来の音色を電気信号に変換することができるという効果がある。
【００３０】
　請求項１０記載のピックアップ装置によれば、請求項１から９のいずれかに記載のピッ
クアップ装置の奏する効果に加え、ベース筐体の設置面の長手方向は、その設置面よりも
突出する第１，第２連設筐体によって挟まれているので、感覚的に胴敷を設置する位置を
把握することができる。また、音量を調節する操作子は、第２連設筐体の上面に配設され
ているので、操作子を簡単に操作することができるという効果がある。
【００３１】
　請求項１１記載のピックアップ装置によれば、請求項１から１０のいずれかに記載のピ
ックアップ装置の奏する効果に加え、電池を収納する電池収納空間は、第１連設筐体内に
配設されているので、ベース筐体を扁平に形成でき、演奏する場合、演奏者に高さ方向に
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おける違和感を感じさせるのを抑制することができるという効果がある。
【００３２】
　請求項１２記載のピックアップ装置によれば、請求項１から１１のいずれかに記載のピ
ックアップ装置の奏する効果に加え、音量調節に加え、効果付与手段によって弦楽器から
発生する楽音の音色に所定の効果を付与することができるという効果がある。
【００３３】
　請求項１３記載のピックアップ装置によれば、請求項１２に記載のピックアップ装置の
奏する効果に加え、効果付与手段によって付与する効果を指示する信号は、ベース筐体と
第１，２連設筐体とは別体に形成され、棹に取着されるコントローラから出力されるので
、演奏中であっても簡単に付与させる効果を指示することができ、操作性に優れるという
効果がある。
【００３４】
　請求項１４記載のピックアップ装置によれば、請求項１から１３のいずれかに記載のピ
ックアップ装置の奏する効果に加え、前記弦楽器は二胡であるので、二胡の楽音の音色を
損なうことなく、二胡本来の楽音を電気信号に変換することができるという効果がある。
【００３５】
　請求項１５記載の電気弦楽器は、請求項１から１４のいずれかに記載のピックアップ装
置と、前記弦楽器とを備えているので、請求項１から１４のいずれかに記載のピックアッ
プ装置と同様の効果を奏することができるという効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３６】
　以下、本発明の好ましい実施例について、添付図面を参照して説明する。図１は本発明
の一つである電気二胡１の外観斜視図である。尚、本発明の一つであるピックアップ装置
は電気二胡１に含まれる効果装置３（効果装置３とコントローラ４とのセット）が該当す
る。
【００３７】
　電気二胡１（効果装置３）は、特に、二胡２から発生する楽音の音色を損なうことなく
、二胡本来の楽音を電気信号に変換することができるものであり、主に、二胡２と、二胡
２に底方に着脱自在に取着される効果装置３と、二胡２の棹２３に着脱自在に取着される
コントローラ４とによって構成されている。
【００３８】
　二胡２は、主に、底方から胴敷２１と、その胴敷２１上に設置される共鳴胴２２と、そ
の共鳴胴から立設する棹２３と、その棹２３と並列に延びる弦２４とによって構成されて
いる。尚、本実施形態の弦楽器としては二胡２について説明するが、二胡２と同一構造を
有する弦楽器であれば、京胡、中胡、高胡、低胡、板胡等であっても良い。
【００３９】
　胴敷２１は、本来（効果装置３が取着されていない場合）、演奏者の太股上に載せられ
る二胡２のベースであり、その上に共鳴胴２２が設置される。その底面には、鈎状の２本
テールピース２１１（図３参照）が突設されており、この各テールピース２１１に一端が
リング状に形成された２本の弦２４の各々が引っかけられる。
【００４０】
　共鳴胴２２は、六角柱状であって、横倒しされた状態で胴敷２１の上に設置され、その
内部は中空に形成されている。また、その琴皮２２１は、蛇の皮で形成されており、琴皮
２２１の中心部に設置されている駒２２２を介して弦２４の振動が伝達されて共振する。
一方、琴皮２２１の反対面は花窓２２３と称され、装飾的な彫刻が施されている。この彫
刻には、共鳴胴２２から楽音がストレートに放音されるのを抑制する役割があり、楽音が
花窓に当たることにより、その音量が６０％～７０％絞られ、余韻の残る、哀愁のある、
美しい音色となる。
【００４１】
　棹２３は、その一端が胴敷２１に支持され、共鳴胴２２を貫通して立設されている（図
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３（ａ）参照）。また、棹２３の他端側には側方に突出する２本の糸巻き２３１，２３２
が上下に設けられており、この２本の糸巻き２３１，２３２の各々に、２本の弦２４の各
々が巻回されて固定される。
【００４２】
　弦２４は、外弦２４１と、里弦２４２との２本で構成され、弦２４（共鳴胴２２の琴皮
２２１）に向かって右方を外弦２４１、左方を里弦２４２とされている。尚、演奏する場
合には、共鳴胴２２の花窓２２３を演奏者左後側に向け左太股上に効果装置３を設置する
ので、演奏者側からすると、右方に（演奏者右手に近い方に）里弦２４２、左方に（演奏
者右手から遠い方に）外弦２４１が位置することになる。
【００４３】
　弦２４は、いずれも金属製であり、その太さは外弦２４１の方が里弦２４２よりも細く
形成されている。また２本の弦２４は、棹２３の途中で千斤２４３によって束ねられてお
り、千斤２４３から駒２２２までの区間を発音区と称され、この発音区が音程の出る区間
となる。千斤２４３は、共鳴胴２２の上に左肘を当てて腕を棹２３に沿わせた状態で、中
指の付け根から小指の付け根部分に相当する位置に設置される。そして、この弦２４を図
示しない弓によって擦るように弾くことで二胡２から振動が発生し、駒２２２、共鳴胴２
２の琴皮２２１、内部を介して花窓２２３から二胡２の楽音が発生することになる。
【００４４】
　効果装置３は、二胡２から発生する楽音を電気信号に変換することで、その楽音に音量
の変化、音色（リバーブ、ディレイ、オクターブ、コーラス等）の変化の効果を付与する
装置である。
【００４５】
　効果装置３には、二胡２の花窓２２３と対面するようにコンデンサマイク３３９（図３
（ａ）参照）が内包されており、このコンデンサマイク３３９によって、花窓２２３から
放音される二胡２本来の楽音を電気信号に変換することができる。尚、効果装置３の詳細
については、図２乃至４を参照しながら後述する。
【００４６】
　コントローラ４は、図示しないケーブルを介して効果装置３に所定の信号を入出力する
効果装置３のリモートコントローラであって、その所定の信号の入出力を指示する各種操
作ボタン４１乃至４５が配設されている。
【００４７】
　コントローラ４は、扁平な棒状に形成されており、弦２４と対面する棹２３の対向面で
あって、その各端部が千斤２４３と共鳴胴２２の上面との間に所定間隔を空けた千斤２４
３と共鳴胴２２との間に取着されている。換言すれば、コントローラ４は、その長手方向
の全長が千斤２４３と共鳴胴２２との間隔より小さく、更に、棹２３と弦２４との間隔よ
りも薄く形成されているので、かかる棹２３の部分にコントローラ４を取着することがで
きる。棹２３は、奏法上、左手を擦る重要な箇所ではあるが、コントローラ４は、その棹
２３に対して、演奏上邪魔にならず、且つ、操作ボタン４１乃至４５が操作し易いように
構成されている。
【００４８】
　また、コントローラ４の一端側には、効果装置３と接続される図示しないケーブルが導
出する導出口５９が突設されており、コントローラ４は、その導出口５９が共鳴胴２２側
に向くように棹２３に取着されるので、導出口５９と効果装置３との間隔が近くなり、ケ
ーブルが演奏の邪魔になることも抑制されている。
【００４９】
　一方、導出口５９とは反対側の千斤２４３付近に位置する一端側は、扁平な円弧状に形
成されているので、千斤２４３付近を操作する場合であってもコントローラ４が邪魔にな
ることがない。尚、コントローラ４の詳細については、図５及び図６を参照しながら後述
する。
【００５０】
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　次に、図２乃至図３を参照して、効果装置３について詳細に説明する。図２（ａ）は効
果装置３の外観斜視図であり、図２（ｂ）は効果装置３の平面図である。図３（ａ）は電
気二胡１の底方部分の縦断面図であり、図３（ｂ）は電気二胡１の底面図である。
【００５１】
　図２（ａ）に示すように、効果装置３は、主に、ベース筐体３１と、そのベース筐体３
１の前方一端側に連設されている前方筐体３２と、その前方筐体３２との間にベース筐体
３１を挟んでベース筐体３１の後方一端側に連設されている後方筐体３３とによって構成
されている。
【００５２】
　ベース筐体３１は、その上面が二胡２（胴敷２１）が設置される設置面３１１とされ、
その設置面３１１には、底面３１２まで貫通する弦交換口３１３と、３つの連結口３１４
とが開口されている。設置面３１１の長手方向の長さは約１４０ｍｍ、最大幅（前方筐体
３２側の端部の幅）は約８４ｍｍの長さで構成されている。
【００５３】
　弦交換口３１３は、設置面３１１の前方筐体３２側に矩形状に開口し、更に、図３（ａ
）、（ｂ）に示すように、二胡２を設置面３１１に取着した場合に、胴敷２１のテールピ
ース２１１を臨み、且つ、弦２４が通過可能な隙間が形成される位置に開口されている。
よって、この弦交換口３１３を介して効果装置３を二胡２に取着している状態であっても
、テールピース２１１に引っかけられている弦２４を交換することができる。尚、この弦
交換口３１３の底面３１２側の周縁部は、弦２４を交換し易いよう円弧状に形成されてい
る。
【００５４】
　３つの連結口３１４は、弦交換口３１３の縁部に２つ、後方筐体３３の手前側に１つ穿
設されている。各連結口３１４は、図４（ｃ）に示すように、効果装置３（ベース筐体３
１）と胴敷２１と連結するボルト２１５を挿入する孔である。このボルト２１５を介して
効果装置３（ベース筐体３１）を二胡２（胴敷２１）に取着することができ、このボルト
２１５を着脱することで、簡単に効果装置３（ベース筐体３１）を二胡２（胴敷２１）に
着脱することができる。
【００５５】
　図３（ａ）に示すように、設置面３１１の反対面である底面３１２には、設置面３１１
側に窪み、長手方向に延びる両縁部間に亘って延びる凹部３１５が形成されている。一方
、胴敷２１にも、その底面の長手方向に延びる両縁部間に亘って延びる凹部２１２が凹設
されている。即ち、効果装置３を胴敷２１に取着すると、胴敷２１の凹部２１２はベース
筐体３１に覆われるので、胴敷２１の凹部２１２に相当する凹部として、この凹部３１５
がベース筐体３１の底面３１２に形成されている。よって、この凹部３１５は、効果装置
３を二胡２に取着した場合に、胴敷２１の凹部２１２を高さ方向に、ほぼ投影した位置に
形成されている。これにより、この凹部３１５が演奏者の太股にフィットして、効果装置
３を取着した状態であっても、違和感なく二胡２を演奏することができる。
【００５６】
　図２（ｂ）、図３（ｂ）に示すように、ベース筐体３１の底面３１２の長手方向両縁部
から立設する両側面３１６ａ，３１６ｂは、内側に向けて括れて形成されている。換言す
れば、ベース筐体３１は平面視（底面視）において糸巻き状に形成されている。効果装置
３を演奏者の太股上に載せて演奏する場合に、側面３１６ａは、演奏者の外側に位置する
ことになるが、その側面３１６ａが括れていることで、弓を外側に押し出した場合に、弓
が側面３１６ａに衝突するのを防止することができる。一方、側面３１６ｂは、演奏者の
内側（腹部辺り）に位置することになるので、その側面３１６ｂが括れていることで、側
面３１６ｂが演奏者の腹部辺りにフィットし、違和感なく演奏することができる。尚、図
２（ａ）に示すように、側面３１６ａの後方筐体３３側には、後方筐体３３側から電源入
力ジャック３１７と、外部機器と接続する接続端子３１８とが並列に配設されている。
【００５７】
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　図２（ａ）に示すように、上述したベース筐体３１の前方側に連設する前方筐体３２は
、ベース筐体３１の設置面３１１よりも突出して形成されており、その上面には５つのダ
イヤル式の操作子３２１乃至３２５が横一列に配設されている。各操作子３２１乃至３２
５は、効果装置３によって付与する効果としての、音量、音色（リバーブ、ディレイ、オ
クターブ、コーラス）の変化量を調節する操作子であり、操作子３２１がコーラス、操作
子３２２がオクターブ、操作子３２３がディレイ、操作子３２４がリバーブ、操作子３２
５が音量の変化量を、各操作子３２１乃至３２５を回転させることで調節する。尚、各操
作子３２１乃至３２５は、後述する基板３４０に実装されている制御回路に電気的に接続
されており、その制御回路によって各操作子３２１乃至３２５の設定状況に応じた効果が
二胡２から発生する楽音に付与される。
【００５８】
　この前方筐体３２との間にベース筐体３１を挟む後方筐体３３は、ベース筐体３１の設
置面３１１よりも２段階に突出して形成されている。このように、ベース筐体３１の設置
面３１１の長手方向は、その設置面３１１よりも突出する前方筐体３２と後方筐体３３と
に挟まれているので、設置面３１１に胴敷２１を設置する場合に、その設置位置を感覚的
に捉えることができる。
【００５９】
　後方筐体３３の最上面よりも低い中段上面には、出力ジャック３３３と、コントローラ
接続ジャック３３４とが配設されている。出力ジャック３３３は、効果装置３で効果が付
与されたアナログ信号を出力するものであり、例えば、ヘッドフォンと接続されてヘッド
フォンに出力される。コントローラ接続ジャック３３４は、コントローラ４から出力され
る所定の信号を効果装置３に入力するものであり、コントローラ４と接続されているケー
ブル（図示せず）と接続され、そのケーブルを介して入力された所定の信号が、後述する
基板３４０に実装されている制御回路に入力され、その制御回路によって所定に信号に応
じた処理が実行される。
【００６０】
　図３（ｂ）に示すように、後方筐体３３の底面縁部には、効果装置３に接続されるコー
ド、ケーブルを纏めるコードフック３３５が取着されている。コードフック３３５を取着
するためのコードフック取付穴３３６は、効果装置３の底面の縁部に前方後方２つずつ合
計４つ穿設されており、コードフック３３５は、このいずれにもビス３３７を介して取付
けることができる。
【００６１】
　また、図２（ａ）に示すように、後方筐体３３には、ベース筐体３１の設置面３１１の
一端側から立設し、その設置面３１１側を向く立設面３３１が形成されており、その立設
面３３１の上方（出力ジャック３３３、コントローラ接続ジャック３３４よりも上方）に
は、二胡２から発生する楽音を集音する集音面３３８が形成されている。そして、その集
音面３３８の背後（後方筐体３３の内部）には、図３（ａ）に示すように、コンデンサマ
イク３３９が基板３４０に実装されて内包されている。
【００６２】
　コンデンサマイク３３９は、集音面３３８を介して、二胡２から発生する楽音を拾い、
その楽音を電気信号に変換するものであり、後方筐体３３の底方から立設する基板３４０
に集音面３３８側を向けて実装されている。
【００６３】
　具体的には、コンデンサマイク３３９は、二胡２の花窓２２３と僅かに間隔を空けて対
向配置され、その高さは、効果装置３に二胡２を取着した状態で、二胡２の花窓２２３の
中心Ｘから僅かに設置面３１１側の位置に配設されている。換言すれば、コンデンサマイ
ク３３９は、設置面３１１からの高さが二胡２の花窓２２３の中心Ｘよりも低い位置（設
置面３１１からコンデンサマイク３３９の中心までの高さが約４２ｍｍの位置）に配設さ
れている。この位置にコンデンサマイク３３９を配設することで、花窓２２３から放音さ
れる二胡２の楽音の音色を損なうことなく、二胡２本来の楽音を電気信号に変換すること
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ができる。
【００６４】
　また、例えば、コンデンサマイク３３９に代えて、コンタクトマイクを使用する場合に
は、その固定構造が複雑となり、ピエゾマイクを共鳴胴２２に設置した場合には、ハウリ
ングの影響を受け、二胡２本来の音色を電気信号に変換することができない。一方、コン
デンサマイク３３９によれば、簡単な固定構造で、且つ、二胡２本来の楽音を電気信号に
変換することができる。
【００６５】
　更に、コンデンサマイク３３９の周囲にはスポンジ３４１ａ、コンデンサマイク３３９
が実装されている基板３４０の反対面にはスポンジ３４１ｂが配設されており、コンデン
サマイク３３９が雑音を電気信号に変換するのが抑制され、より確実に二胡２本来の楽音
を電気信号に変換することができる。
【００６６】
　後方筐体３３の内部には、更に、基板３４０をベース筐体３１との間に挟む基板３４０
の背後に電池３４２を収納する電池収容空間３４３が確保されており、その上方の後方筐
体３３の一部は、電池交換キャップ３４４として、後方筐体３３から着脱自在に構成され
ている。この位置に電池収容空間３４３を配置することで、二胡２が設置されるベース筐
体３１を扁平に形成でき、演奏する場合、演奏者に高さ方向における違和感を感じさせる
のを抑制することができる。また、電池３４２は縦置きに収容されるので、長手方向にお
いて効果装置３が大型化するのも抑制することができる。
【００６７】
　次に、図４を参照して、上述した効果装置３を二胡２（胴敷２１）に取着する方法につ
いて説明する。図４（ａ）は胴敷２１の外観斜視図であり、（ｂ）は胴敷２１に鬼目ナッ
ト２１３が嵌合されている部分の拡大断面図であり、（ｃ）は胴敷２１に効果装置３を取
着する状態を示す図である。
【００６８】
　効果装置３を二胡２（胴敷２１）に取着する場合には、図４（ａ）、（ｂ）に示すよう
に、３つの孔２１４を穿設する。この３つの孔２１４は、効果装置３（ベース筐体３１）
に穿設されている３つの連結口３１４と対応する位置に穿設する。そして、その３つの孔
２１４に鬼目ナット２１３を嵌め込む。鬼目ナット２１３は外周部に複数の突起が突設さ
れ、その内部にはネジ孔が貫通形成されている。
【００６９】
　こうした加工された胴敷２１を、図４（ｃ）に示すように、効果装置３に穿設されてい
る連結口３１４と、胴敷２１に穿設されている３つの孔２１４とが合致するよう胴敷２１
を効果装置３の設置面３１１上に設置し、効果装置３の底面側から連結口３１４にボルト
２１５を挿入し、そのボルト２１５を鬼目ナット２１３のねじ孔に螺合させることで、効
果装置３を二胡（胴敷２１）に取着することができる。
【００７０】
　次に、図５を参照して、コントローラ４について詳細に説明する。図５（ａ）はコント
ローラ４の外観斜視図であり、（ｂ）は（ａ）とは反対側からみたコントローラ４の外観
斜図であり、（ｃ）は図１に示すＶｃ－Ｖｃ断面図である。
【００７１】
　コントローラ４は、５つの操作ボタン４１乃至４５が一列に配設されている帯状の操作
面４６と、その操作面４６と対向し棹２３に重ねられ棹２３に被覆される被覆面４７と、
操作面４６の長手方向両縁部から被覆面４７側に延びる２つの側面４８ａ，４８ｂとによ
って、扁平な棒状に形成されている。
【００７２】
　また、操作ボタン４１乃至４５を挟む両側には、コントローラ４を棹２３に取着するた
めの連結口５７，５８が穿設されており、更に、長手方向一端側は扁平な円弧状に形成さ
れており、その反対の他端側からは図示しないケーブルの導出口５９が突設されている。
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【００７３】
　コントローラ４は、図１に示すように、扁平な円弧状に形成された一端側を上方（千斤
２４３側）、導出口５９を下方（共鳴胴２２側）に向け、弦２４と対向する棹２３の対向
面に取着される。そのため、図５（ａ）に示すように、その長手方向の全長Ｌは千斤２４
３と共鳴胴２２の上面との間の間隔より小さく、図５（ｃ）に示すように、操作面４６と
被覆面４７側との最大高さＨは、棹２３と弦２４（２４１，２４２）との間隔より小さく
、２つの側面４８ａ，４８ｂの最大幅Ｗ１は、棹２３の最大幅Ｗ２よりも小さく構成され
ている。
【００７４】
　より具体的には、コントローラ４は、導出口５９を除く長手方向の長さが約２７９．５
ｍｍ、最大幅Ｗ１が１４．５ｍｍ、最大高さＨが１０．４ｍｍの大きさで構成されている
。尚、このコントローラ４の大きさは、一例にすぎず、コントローラ４の大きさは、この
大きさに限定されるものではない。
【００７５】
　これにより、コントローラ４を、棹２３の弦２４と対向する対向面に被覆面４７が被覆
されるように取着した場合、操作面４６は弦２４（２４１，２４２）と対向する位置に配
置されるので、操作面４６に配設されている各操作ボタン４１乃至４５を操作し易い。ま
た、両側面４８ａ，４８ｂが棹２３からはみ出すことがないので、コントローラ４が取着
されている棹２３の反対面側から棹２３を握り、棹２３に沿って擦るように演奏者が手を
移動させたとしても、演奏者の手がコントローラ４に衝突することがないので、コントロ
ーラ４を取着した状態であっても、演奏に支障をきたすことなく、二胡２を演奏すること
ができる。
【００７６】
　操作面４６に配設されている５つの操作ボタン４１乃至４５は、演奏者によって操作さ
れ、押下されたボタンに応じた所定の信号が、効果装置３に対して図示しないケーブルを
介して出力される。各操作ボタン４１乃至４５のうち、操作ボタン４１はリバーブ、操作
ボタン４２はディレイ、操作ボタン４３はオクターブ、操作ボタン４４はコーラスの各効
果を二胡２から発生する楽音に付与することを指示し、操作ボタン４５はチューニング機
能の実行を指示するボタンである。
【００７７】
　また、操作面４６は、図５（ｃ）に示すように、被覆面４７に対して、被覆面４７の長
手方向の縁部側（外弦２４１側）に偏り、且つ、その偏っている方向（外弦側）に向かっ
て角度θ（例えば、約１２度）で下降傾斜して形成されている。また、その操作面４６に
配設されている各操作ボタン４１乃至４５は、操作面４６の長手方向における中心線Ｃか
ら操作面４６が偏っている方（外弦２４１側）に偏って配設されている。
【００７８】
　このように操作面４６が形成されているので、コントローラ４を上述したように棹２３
に取着した場合、操作面４６は、図５（ｃ）に示すように、外弦２４１側に偏った状態と
なり、弦２４１，２４２から外れたスペースを確保することができる。そして、そのスペ
ースに操作ボタン４５等を配設することで、操作ボタン４５を押下する矢印Ｐ方向の操作
を弦２４１，２４２と干渉することなく行うことができる。
【００７９】
　２つの側面４８ａ，４８ｂのうち、側面４８ｂは、図５（ｃ）に示すように、操作面４
６の長手方向縁部と鈍角に交わり、対向する側面４８ａよりも操作面４６の長手方向の縁
部から被覆面４７までの距離が長く形成されている。また、この側面４８ｂには、図５（
ａ）に示すように、表示装置としてのＬＥＤ５０乃至５６が長手方向に一列に並んで配設
されている。
【００８０】
　ＬＥＤ５０乃至５４のうち、ＬＥＤ５０は操作ボタン４１、ＬＥＤ５１は操作ボタン４
２、ＬＥＤ５２は操作ボタン４３、ＬＥＤ５３は操作ボタン４４、ＬＥＤ５４は操作ボタ
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ン４５と対応付けられており、各操作ボタン４１乃至４５の操作状況を表示するものであ
る。例えば、操作ボタン４１が押下されると、その押下された操作ボタン４１に対応する
ＬＥＤ５０が点灯する。これにより、そのＬＥＤ５０の表示状態によって操作ボタン４１
を押下したことを一見して確認することができる。
【００８１】
　ＬＥＤ５５は里弦２４２、ＬＥＤ５６は外弦２４１のチューニング状況を表示するもの
であり、ＬＥＤ５５と、ＬＥＤ５６とには、各々２つのＬＥＤが配設されており、入力し
た音高の基準音高に対する偏差に応じて２つのＬＥＤのいずれかが点滅し、入力した音高
と基準音高とが一致することで２つのＬＥＤが点灯する。これにより、各弦２４１，２４
２のチューニング状況を一見して確認することができる。
【００８２】
　このように、表示装置としてのＬＥＤ５０乃至５６を側面４８ｂに配設することで、コ
ントローラ４を上述したように棹２３に取着した場合、側面４８ｂは、演奏状態において
、演奏者から右側の側面（弦２４１，２４２に向かって左側の側面）に位置することにな
るので、演奏者にＬＥＤ５０乃至５６の表示を見易くすることができる。
【００８３】
　次に、図６を参照して、上述したコントローラ４を二胡２（棹２３）に取着する方法に
ついて説明する。図６（ａ）は、棹２３上部の外観斜視図であり、図６（ｂ）は図６（ａ
）に示す領域Ａ内の拡大図である。
【００８４】
　コントローラ４を二胡２（棹２３）に取着する場合には、図６（ｂ）に示すように、ネ
ジ６１を介して凸状の固定部材６０を、弦２４と対向する棹２３の対向面に取り付ける。
そして、固定部材６０に穿設されているネジ孔と、コントローラ４に穿設されている連結
口５７とを重ねてビス６２を介してコントローラ４と固定部材６０とを連結する。尚、連
結口５８についても同様に行う。これにより、固定部材６０を介してコントローラ４を棹
２３に取着することができ、ビス６２を着脱することで、コントローラ４を棹２３から簡
単に着脱することができる。
【００８５】
　このように、上述した電気二胡１によれば、二胡２に効果装置３を取着した場合、効果
装置３の後方筐体３３にはコンデンサマイク３３９が、二胡２の花窓２２３と僅かに間隔
を空けて対向して、且つ、設置面３１１からの高さが二胡２の花窓２２３の中心Ｘよりも
低い位置に配設されているので、花窓２２３から放音される二胡２の楽音の音色を損なう
ことなく、二胡２本来の楽音を電気信号に変換することができる。
【００８６】
　また、コントローラ４の筐体は、操作面４６、その操作面４６と対向して棹２３に被覆
される被覆面４７、および、操作面４６の長手方向両縁部から被覆面４７に向かって延び
る側面４８ａ，４８ｂを有し、扁平な棒状に形成されている。よって、コントローラ４を
二胡２に張設されている弦２４１，２４２と対向する棹２３の対向面に、被覆面４７が覆
われるように取着することができる。この部分にコントローラ４を取着することで、操作
面４６は弦２４１，２４２と棹２３との間に位置することになり、演奏者は難なく操作ボ
タン４１乃至４５を操作できる上、筐体に演奏者が衝突することがなく、演奏に支障をき
たすこともない。
【００８７】
　次に、図７乃至図９を参照して、上述した実施形態を第１実施形態として、効果装置３
を二胡（胴敷２１）に取着する第２乃至第４実施形態について説明する。上述した第１実
施形態では、図４で説明した通り、胴敷２１に孔２１４を穿設する場合について説明した
。この第２乃至第４実施形態では、二胡２（胴敷２１）自体には、何ら加工を施すことな
く、二胡２に効果装置３を取着する方法について説明する。尚、上述した第１実施形態と
、同一の構成については、同一の符合を付し、その説明は省略する。
【００８８】
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　まず、図７を参照して、第２実施形態について説明する。図７（ａ）はアタッチメント
１０１を示す外観斜視図であり、図７（ｂ）は第２実施形態の電気二胡１００の底方部分
を示す外観斜視図である。第２実施形態の電気二胡１００（効果装置３）には、図７（ａ
）に示すアタッチメント１０１が設けられている。
【００８９】
　アタッチメント１０１は、ベース筐体３１の設置面上に固定され、二胡２（胴敷２１）
自体には、何ら加工を施すことなく、二胡２に効果装置３を取着させるためのものであり
、主に、板状のベースプレート１０２と、前方介入爪１０６と、後方固定部材１１０とに
よって構成されている。
【００９０】
　ベースプレート１０２は、ベース筐体３１の設置面３１１上に設置されるものであり、
その長手方向の前方一端側に切欠き１０３と、その反対である後方一端側から立設する立
壁１０８と、底面から延びるボルト１１５とが設けられている。切欠き１０３は、ベース
プレート１０２をベース筐体３１の設置面３１１上に設置した状態で弦交換口３１３と重
なる位置に切欠かれており、この切欠き１０３によってベースプレート１０２をベース筐
体３１の設置面３１１上に設置することで弦交換口３１３がベースプレート１０２によっ
て塞がれるのが防止されている。立壁１０８は、後方固定部材１１０を支持する壁であり
、その上端の両端には、ベースプレート１０２側とは反対に突出する突出片１０９が突設
されている。ボルト１１５は、ベース筐体３１の設置面３１１に穿設されている連結口３
１４に挿入され、アタッチメント１０１とベース筐体３１とを連結するものである。
【００９１】
　前方介入爪１０６は、その先端が共鳴胴２２の前方と胴敷２１との間に形成される隙間
に介入するものである。前方介入爪１０６は、ベースプレート１０２の長手方向の両縁部
から外方に突出するブラケット１０４上において、長手方向に互いに所定間隔を空けて連
結されている２つの筒状の挿通部材１０５に、その一端側が回転自在に挿入されている。
また、その２つの挿通部材１０５の間から露出する部分にはストッパ１０６ａが固定され
ており、前方介入爪１０６は、このストッパ１０６ａが前後の挿通部材１０５の端面に衝
突する範囲で長手方向にスライド可能に構成されている。また、一対の前方介入爪１０６
のうちの一方には、先端がフック状に形成されている固定フック１０７の他端側が連結さ
れている。この固定フック１０７の先端をベースプレート１０２を跨いで他方の前方介入
爪１０６に引っかけることで、一対の前方介入爪１０６が回転するのが防止されている。
【００９２】
　後方固定部材１１０は、その一部が共鳴胴２２の後方と胴敷２１との間に形成される隙
間に介入するものである。後方固定部材１１０は、立壁１０８のベースプレート１０２側
の内面に沿った本体１１２と、その本体１１２の端部からベースプレート１０２側に突出
する介入片１１１と、その反対側の両縁部から、立壁１０８を跨いで立壁１０８に連設さ
れている突出片１０９と対向するように突出する突出片１１３とによって構成されている
。互いに対向する突出片１０９と、突出片１１３とには、ボルト１１４が貫通されており
、このボルト１１４によって、後方固定部材１１０は、上下方向にスライド可能に構成さ
れている。
【００９３】
　上述したアタッチメント１０１に、二胡２を取着する方法について説明する。まず、前
方介入爪１０６を立壁１０８とは反対側にスライドさせ、後方固定部材１１０を上方にス
ライドさせておく。そして、二胡２の後方に形成されている共鳴胴２２と胴敷２１との間
の隙間に、後方固定部材１１０の介入片１１１が介入するように二胡２をベースプレート
１０２上に設置する。
【００９４】
　そして、二胡２の前方に形成されている共鳴胴２２と胴敷２１との間の隙間に、両方の
前方介入爪１０６の先端が介入するように、各前方介入爪１０６を回転させつつ、立壁１
０８側にスライドさせ、両方の前方介入爪１０６が介入すると、固定フック１０７によっ
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て両方の前方介入爪１０６を固定する。そして、後方固定部材１１０の介入片１１１が胴
敷２１の上面に到達するまでボルト１１４を締め付け、後方固定部材１１０をベースプレ
ート１０２側にスライドさせる。
【００９５】
　こうして、アタッチメント１０１に、二胡２を取着すると、ベースプレート１０２の底
面から突出するボルト１１５が、効果装置３の連結口３１４に挿入するように、二胡２が
取着されたアタッチメント１０１をベース筐体３１上に設置し、効果装置３の底面側から
連結口３１４を通過しているボルト１１５にナットを螺合させることで、図７（ｂ）に示
すように、二胡２（胴敷２１）自体には、何ら加工を施すことなく、二胡２に効果装置３
を取着させることができる。
【００９６】
　次に、図８を参照して、第３実施形態について説明する。図８（ａ）はアタッチメント
２０１を示す外観斜視図であり、図８（ｂ）は第３実施形態の電気二胡２００の底方部分
を示す外観斜視図である。第３実施形態の電気二胡３００（効果装置３）には、図８（ａ
）に示すアタッチメント２０１が設けられている。尚、図８（ａ）に示すアタッチメント
２０１については、図７（ａ）に示すアタッチメント１０１と共通する構成については、
同一符合を付し、その説明は省略する。
【００９７】
　図８（ａ）に示すアタッチメント２０１は、図７（ａ）に示すアタッチメント１０１の
前方介入爪１０６に代えて、前方固定部材２０２の介入爪２０２ｂを共鳴胴２２と胴敷２
１との間に介入させるものである。
【００９８】
　アタッチメント２０１には、切欠き１０３の両サイドのベースプレート１０２に長手方
向に延びる長孔２０４が穿設されおり、その各長孔２０４には２本のボルト２０３が貫通
しており、その２本のボルト２０３に前方固定部材２０２が固着されている。
【００９９】
　前方固定部材２０２は、２本のボルト２０３に固定されている本体２０２ａと、その本
体２０２ａの上端両縁からベースプレート１０２側に延びる介入爪２０２ｂとによって構
成されている。尚、各ボルト２０３には、ベースプレート１０２を挟んで図示しないナッ
トが螺着されており、この螺着を緩めることで、長孔２０４に沿って前方固定部材２０２
を長手方向にスライドさせることができる。
【０１００】
　このように構成されているアタッチメント２０１を備えた電気二胡２００によれば、前
方固定部材２０２の介入爪２０２ｂを二胡２の前方における胴敷２１と共鳴胴２２との間
の隙間に介入させることで、図８（ｂ）に示すように、二胡２（胴敷２１）自体には、何
ら加工を施すことなく、二胡２に効果装置３を取着させることができる。
【０１０１】
　次に、図９を参照して、第４実施形態について説明する。図９（ａ）はアタッチメント
３０１を示す外観斜視図であり、図９（ｂ）は第４実施形態の電気二胡３００の底方部分
を示す外観斜視図である。第４実施形態の電気二胡３００（効果装置３）には、図９（ａ
）に示すアタッチメント３０１が設けられている。
【０１０２】
　尚、この第４実施形態において効果装置３を取着する二胡２０は、その胴敷２１０の形
状が、上述した二胡２の胴敷２１の形状と異なるものである。具体的には、上述した二胡
２の胴敷２１は、共鳴胴２２を設置するベースと、そのベースの長手方向縁部から湾曲し
て立設する側壁とによって凹状に形成されているものである。一方、二胡２０の胴敷２１
０は、図９（ｂ）に示すように、かまぼこ状に形成され、その上面に共鳴胴２２が設置さ
れている。
【０１０３】
　アタッチメント３０１は、ベース筐体３１の設置面上に設置され、二胡２０（胴敷２１
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０）自体には、何ら加工を施すことなく、二胡２０に効果装置３を取着させるためのもの
であり、主に、板状のベースプレート３０２と、板状のベースプレート３０２の前方縁部
から立設する前方固定壁３０３と、板状のベースプレート３０２の長手方向の両縁部から
立設する一対の側方挟持壁３０４とによって構成されている。
【０１０４】
　ベースプレート３０２は、図７（ａ）、図８（ａ）で説明したアタッチメント１０１，
２０１と同様に、ベース筐体３１の設置面３１１上に設置されるものであり、その長手方
向の前方一端側に切欠き（図示せず）、底面から延びるボルト１１５とが設けられている
。前方固定壁３０３は、胴敷２１０の前面を固定するものである。
【０１０５】
　側方挟持壁３０４は、胴敷２１０を長手方向に固定するものであり、その上方の途中か
らは、胴敷２１０の長手方向の側面に沿うようにベースプレート３０２側に傾斜して形成
されている。これにより、胴敷２１０を長手方向に確実に挟むことができる。また、その
上端縁部には、凹状に形成されている固定部材３０５が挟まれている。この固定部材３０
５は、ボルト３０６によりベースプレート３０２側にスライドし、直接、胴敷２１０を押
圧、固定するものである。
【０１０６】
　上述したアタッチメント３０１に、二胡２を取着する方法について説明する。まず、ボ
ルト３０６を緩めた状態にしておき、次に、二胡２を前方固定壁３０３とは反対側の縁部
から一対の側方挟持壁３０４の間に、二胡２０の琴皮２２１側を先頭に挿入し、胴敷２１
０の前面が前方固定壁３０３の内面に当接するまで、二胡２０をベースプレート３０２上
でスライドさせる。そして、固定部材３０５のボルト３０６を締め、固定部材３０５の一
端面を胴敷２１０の傾斜面に当接させ、固定する。
【０１０７】
　こうして、アタッチメント３０１に、二胡２０を取着すると、後は、上述したのと同様
に、二胡２０が取着されたアタッチメント３０１を、ベース筐体３１の設置面上に取着す
ることで、図９（ｂ）に示すように、かまぼこ状の胴敷２１０を有する二胡２０であって
も、二胡２０（胴敷２１０）自体には、何ら加工を施すことなく、二胡２０に効果装置３
を取着することができる。
【０１０８】
　次に、図１０を参照して、上述した実施形態のコントローラ４を第１実施形態として、
第２乃至第４実施形態のコントローラ４００，５００，６００について説明する。上述し
た第１実施形態のコントローラ４は、図６で説明した通り、棹２３に固定部材６０を取付
けた上で、その固定部材６０を介してコントローラ４を棹２３に取着する方法について説
明した。
【０１０９】
　この第２乃至第４実施形態では、二胡２（棹２３）自体には、何ら加工を施すことなく
、棹２３にコントローラ４００，５００，６００を取着できる方法について説明する。尚
、上述した第１実施形態のコントローラ４と、同一の構成については、同一の符合を付し
、その説明は省略する。
【０１１０】
　まず、図１０（ａ１）、図１０（ａ２）を参照して、第２実施形態のコントローラ４０
０について説明する。図１０（ａ１）は第２実施形態のコントローラ４００の上方部分を
示す外観斜視図であり、図１０（ａ２）は図１０（ａ１）に示す矢印Ｘａ２方向視におけ
る平面図である。
【０１１１】
　図１０（ａ１）、図１０（ａ２）に示すように、第２実施形態のコントローラ４００に
は、長手方向の一端側に、板状のプレート４０１が延設されており、そのプレート４０１
の一端側には、帯状のバンド４０２の一端だけが連結されており、その他端側はボルト４
０３を介してプレート４０１と連結可能に構成されている。
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【０１１２】
　第２実施形態のコントローラ４００を棹２３に取着する場合には、ボルト４０３を矢印
Ｋ方向に引き抜いた状態で、一端だけがプレート４０１に取着されている状態のバンド４
０１を棹２３に巻回させる。そして、ボルト４０３を介してバンド４０１の他端側とプレ
ート４０１とを連結し、ボルト４０３を締め付ける。
【０１１３】
　これにより、棹２３は巻回されているバンド４０２によって締め付けられるので、コン
トローラ４００の上方部分がバンド４０２を介して棹２３に取着される。そして、同様に
、コントローラ４００の下方部分を棹２３に取着することで（図示せず）、二胡２（棹２
３）自体には、何ら加工を施すことなく、コントローラ４００を棹２３に取着することが
できる。
【０１１４】
　次に、図１０（ｂ１）、図１０（ｂ２）を参照して、第３実施形態のコントローラ５０
０について説明する。図１０（ｂ１）は第３実施形態のコントローラ５００の上方部分を
示す外観斜視図であり、図１０（ｂ２）は図１０（ｂ１）に示す矢印Ｘｂ２方向視におけ
る平面図である。
【０１１５】
　図１０（ｂ１）、図１０（ｂ２）に示すように、第３実施形態のコントローラ５００に
は、長手方向の一端側に、プレート５０１が延設されており、そのプレート５０１の一端
側に対してボルト５０５を介して着脱可能な取付部材Ｔが取着されている。
【０１１６】
　取付部材Ｔは、帯状のバンド５０２と、そのバンド５０２の一端側に連結され屈曲して
形成されている第１固定プレート５０３と、バンド５０２の他端側に連結され屈曲して形
成されている第２固定プレート５０４とによって構成されている。また、第２固定プレー
ト５０４には、第１固定プレート５０３の一端側が挿通可能な筒部材５０４ａと、ナット
５０４ｂとが連結されている。
【０１１７】
　第３実施形態のコントローラ５００を棹２３に取着する場合には、ボルト５０５を矢印
Ｋ方向に引き抜き、第１固定プレート５０３の一端を筒部材５０４ａから引き抜いた状態
とした上で、バンド５０２を棹２３に巻回させる。そして、第１固定プレート５０３の一
端を筒部材５０４ａ内に挿入させ、第１固定プレート５０３と、第２固定プレート５０４
とに穿設されているネジ孔を合わせる。そして、その合わせたネジ孔に、ボルト５０５を
差し込み、締め付ける。
【０１１８】
　これにより、棹２３は巻回されているバンド５０２によって締め付けられるので、コン
トローラ５００の上方部分がバンド５０２を介して棹２３に取着される。そして、同様に
、コントローラ５００の下方部分を棹２３に取着することで（図示せず）、二胡２（棹２
３）自体には、何ら加工を施すことなく、コントローラ５００を棹２３に取着することが
できる。
【０１１９】
　次に、図１０（ｃ１）、図１０（ｃ２）を参照して、第４実施形態のコントローラ６０
０について説明する。図１０（ｃ１）は第４実施形態のコントローラ６００の上方部分を
示す外観斜視図であり、図１０（ｃ２）は図１０（ｃ１）に示す矢印Ｘｃ２方向視におけ
る平面図である。
【０１２０】
　図１０（ｃ１）、図１０（ｃ２）に示すように、第４実施形態のコントローラ６００に
は、長手方向の一端側に、プレート６０１が延設されており、そのプレート６０１の一端
側には、ボルト６０１ａと、そのボルト６０１ａに螺着するナット６０１ｂとが連結され
ている。また、ボルト６０１ａを介してプレート６０１の一端側に対して着脱可能な取付
部材Ｔが取着されている。
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【０１２１】
　この取付部材Ｔは、凹状に形成されている固定プレート６０３と、帯状のバンド６０２
とによって構成されている。固定プレート６０３には、ボルト６０１ａが挿入されるネジ
孔と、そのネジ孔が形成されている面から屈曲した両面にキノコ型の連結部材６０３ａと
が設けられている。バンド６０２には、その両端にキノコ型の連結部材６０３ａの頭部が
通過可能な大きさの孔と、通過不可能な大きさの孔とが並列に連続する孔６０２ａが穿設
されている。
【０１２２】
　第４実施形態のコントローラ６００を棹２３に取着する場合には、バンド６０２の少な
くとも一方の端部をキノコ型の連結部材６０３ａから引き抜いた状態とした上で、固定プ
レート６０３のネジ孔をボルト６０１ａに差し込みつつ、バンド６０２を棹２３に巻回さ
せる。そして自由端となっているバンドの一端側に穿設されている孔６０２ａに、キノコ
型の連結部材６０３ａを嵌め込み、ナット６０１ｂをボルト６０１ａの先端側に向けて回
転させる。
【０１２３】
　これにより、棹２３は巻回されているバンド６０２によって締め付けられるので、コン
トローラ６００の上方部分がバンド６０２を介して棹２３に取着される。そして、同様に
、コントローラ６００の下方部分を棹２３に取着することで（図示せず）、二胡２（棹２
３）自体には、何ら加工を施すことなく、コントローラ６００を棹２３に取着することが
できる。
【０１２４】
　以上、上述した実施形態に基づき本発明を説明したが、本発明は上述した実施形態に何
ら限定されるものではなく、本発明の趣旨を逸脱しない範囲内で種々の改良変形が可能で
あることは容易に推察できるものである。
【０１２５】
　本実施形態では、コンデンサマイク３３９を、花窓２２３と対向するように花窓２２３
の中心Ｘよりも若干設置面３１１側に配設する場合について説明したが、コンデンサマイ
ク３３９を配置する位置としては、かかる位置に限定されるものではない。例えば、コン
デンサマイク３３９を花窓２２３の近傍（花窓２２３の中心Ｘの周辺、または、後方筐体
３３を設置面３１１側に突出させずに、ベース筐体をそのまま後方に延設させた筐体内）
に配置しても良い。かかる位置に配置したとしても、コンデンサマイク３３９によって二
胡２本来の楽音を電気信号に変換することができる。但し、上述した実施形態の位置に配
設するのが最も好ましい。
【０１２６】
　また、本実施形態では、コントローラ４を図５（ｃ）に示す断面形状に形成する場合に
ついて説明したが、コントローラ４の断面形状としては、かかる断面形状に限定されるも
のではない。例えば、コントローラ４を上述した実施形態と棹２３の位置に取着すること
ができる形状であれば、かかる断面形状が、かまぼこ型、矩形状、台形状、平行四辺形状
になるようにコントローラ４を形成しても良い。また、本実施形態では、効果装置３とコ
ントローラ４とをケーブル（有線）で接続する場合について説明したが、無線通信であっ
ても良い。
【図面の簡単な説明】
【０１２７】
【図１】電気二胡の外観斜視図である。
【図２】（ａ）は効果装置の外観斜視図であり、（ｂ）は効果装置の平面図である。
【図３】（ａ）は電気二胡の底方部分の縦断面図であり、（ｂ）は電気二胡の底面図であ
る。
【図４】（ａ）は胴敷の外観斜視図であり、（ｂ）は胴敷に鬼目ナットが嵌合されている
部分の拡大断面図であり、（ｃ）は胴敷に効果装置を取着する状態を示す図である。
【図５】（ａ）はコントローラの外観斜視図であり、（ｂ）は図５（ａ）とは反対側から
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みたコントローラの外観斜図であり、（ｃ）は図１に示すＶｃ－Ｖｃ断面図である。
【図６】（ａ）は棹上部の外観斜視図であり、（ｂ）は図６（ａ）に示す領域Ａ内の拡大
図である。
【図７】（ａ）はアタッチメントを示す外観斜視図であり、（ｂ）は第２実施形態の電気
二胡の底方部分を示す外観斜視図である。
【図８】（ａ）はアタッチメントを示す外観斜視図であり、（ｂ）は第３実施形態の電気
二胡の底方部分を示す外観斜視図である。
【図９】（ａ）はアタッチメントを示す外観斜視図であり、（ｂ）は第４実施形態の電気
二胡の底方部分を示す外観斜視図である。
【図１０】（ａ１）は第２実施形態のコントローラの上方部分を示す外観斜視図であり、
（ａ２）は図１０（ａ１）に示す矢印Ｘａ２方向視における平面図である。（ｂ１）は第
３実施形態のコントローラの上方部分を示す外観斜視図であり、（ｂ２）は図１０（ｂ１
）に示す矢印Ｘｂ２方向視における平面図である。（ｃ１）は第３実施形態のコントロー
ラの上方部分を示す外観斜視図であり、（ｃ２）は図１０（ｃ１）に示す矢印Ｘｃ２方向
視における平面図である。
【符号の説明】
【０１２８】
１　　　　　　　　電気二胡（電気楽器）
２　　　　　　　　二胡（弦楽器）
３　　　　　　　　効果装置（ピックアップ装置）
４　　　　　　　　コントローラ
２１，２１０　　　胴敷
２２　　　　　　　共鳴胴
２３　　　　　　　棹
２４　　　　　　　弦
３１　　　　　　　ベース筐体
３２　　　　　　　前方筐体（第２連設筐体）
３３　　　　　　　後方筐体（第１連設筐体）
１０２，３０２　　ベースプレート
１０６　　　　　　前方介入爪（介入部材）
１１１　　　　　　介入片（介入部材）
２０２ｂ　　　　　介入爪（介入部材）
２１５　　　　　　ボルト（連結具）
２２１　　　　　　共鳴胴の前面
２２２　　　　　　駒
２４１　　　　　　外弦（弦の一部）
２４２　　　　　　里弦（弦の一部）
３０４　　　　　　挟持壁
３１３　　　　　　立設面
３１３　　　　　　弦交換口
３１４　　　　　　連結口
３１５　　　　　　凹部
３１６ａ，３１６ｂ　　ベース筐体の長手方向に延びる側面
３２１乃至３２５　操作子
３３９　　　　　　コンデンサマイク（マイクロフォン）
３４０　　　　　　基板
３４３　　　　　　電池収納空間
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】
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